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ま え が き 
 
 石油危機以降、先進諸国では深刻化する雇用・失業問題にいかに対応していくかが、雇用

政策の重要な課題となった。OECD（経済協力開発機構）が、1994 年にまとめた報告書（The 
Jobs Strategy: Facts, Analysis, Strategies, 1994）においては、高水準の失業に直面する

OECD 諸国の経済構造を詳細に分析した上で、市場メカニズムを重視する立場に立った雇用

創出のための戦略的政策を提言した。一方、EU（欧州連合）は、1997 年以来、OECD 雇用

戦略に比べて社会的統合をより重視した EU 雇用戦略を提示し、推進している。 
 我が国においても、政策の概念や方向性を明らかにした上で、中長期的観点からの雇用戦

略に基づいた政策展開を行っていくことの必要性の認識が高まる中で、独立行政法人労働政

策研究・研修機構（JILPT）に対し、所管大臣である厚生労働大臣から提示された中期目標

（平成 15 年 10 月～19 年 3 月）において、「我が国における雇用戦略の在り方」が研究課題

として提示された。 
これを受けて JILPT では、プロジェクト研究「我が国における雇用戦略の在り方に関する

研究」に取り組んでいる。これまで、先行事例となる OECD 及び EU の雇用戦略の調査分析

等を行い、2004 年 12 月には、外部研究者等専門家の参加を得て研究会を設置し、我が国に

おける雇用戦略及びその柱の在り方に焦点を当てて議論を行ってきた。 
研究会では、中・長期的視点に立ち、雇用・就業に係る政策を立案する際の基本的方向性

について議論が行われたが、本報告は、その議論の成果に基づいて、雇用戦略の在り方に関

する考え方を中心に当機構研究員が取りまとめたものである。将来の激しい国際競争下の多

様な知恵の時代にあっても、誰もが社会参加し、能力を高め、我が国経済社会を豊かで活力

ある明るいものとしていくための基本的な政策の方向性を示すことができたのではないかと

考えている。 
ご多忙な中にもかかわらず、研究会に参加し、真摯な議論を行っていただいた学識経験者、

労使及び行政関係者の方々に感謝の意を表したい。 
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